
当社製品を安全にご使用いただくために、取り付けおよび操作の前には
必ずこの取扱説明書をよくお読みいただき、必要なときに参照できるよう
お手元に大切に保管してください。
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安全上のご注意
絵表示について
この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害
や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっ
ています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が想定さ
れる内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

警告
注意

1. ご使用前に取扱説明書を必ずよくお読みくださ
い。

2. 充電器とバッテリーは取扱説明書に記載されて
いる組み合わせで使用してください。

・指定以外の組み合わせでは、破裂して傷害や損
傷を及ぼすおそれがあります。

3. 正しく充電してください。
・この充電器は定格表示してある電源で使用して
ください。昇圧器などのトランス類を使用した
り直流電源やエンジン発電機では使用しないで
ください。異常に発熱し、火災のおそれがあり
ます。

・温度が10℃未満、あるいは温度が40℃以上で
はバッテリーを充電しないでください。破裂や
火災のおそれがあります。

・バッテリーは、換気の良い場所で充電してくださ
い。バッテリーや充電器を充電中、布などで覆わな
いでください。破裂や火災のおそれがあります。

・使用しない場合は、電源プラグを抜いてくださ
い。感電や火災のおそれがあります。

4. バッテリーの端子間を短絡させないでくださ
い。釘袋等に入れると、短絡して発煙、発火、
破裂のおそれがあります。

5. 感電に注意してください。
・ぬれた手で電源プラグに触れないでください。
感電のおそれがあります。

6. 作業場の周囲状況も考慮してください。
・充電工具、充電器、バッテリーは、雨中で使用し
たり、湿った、または、ぬれた場所で使用しない
でください。感電や発煙のおそれがあります。

・作業場は十分に明るくしてください。暗い場所
での作業は事故のおそれがあります。

・可燃性の液体やガスのある所で使用したり、充電し
ないでください。爆発や火災のおそれがあります。

7. 保護めがねを使用してください。
・作業時は保護めがねを使用してください。ま
た、粉じんの多い作業では、防塵マスクを併用

　　警　告
してください。切削したものや粉じんが目や鼻
に入るおそれがあります。

8. 製品の刃物など作動部分には手を触れないでく
ださい。

・刃物の刃先は危険です。
・作動部は加工のための大きな力を出力して動く
ため危険です。

9. 次の場合は、充電工具のスイッチを切り、バッ
テリーを本体から抜いてください。

・使用しない、または、修理する場合。
・刃物、ビット等の付属品を交換する場合。
・その他危険が予想される場合。
本体が作動して、けがのおそれがあります。

10.不意な始動は避けてください。
・スイッチに指を掛けて運ばないでください。本
体が作動してけがのおそれがあります。

11.指定の付属品やアタッチメントを使用してくだ
さい。

・本取扱説明書および弊社カタログに記載されて
いる付属品やアタッチメント以外のものは使用
しないでください。事故やけがの原因となるお
それがあります。

12.バッテリーを火中に投入しないでください。破
裂したり、有毒物質の出るおそれがあります。

13.対象物を切断する際には切断片が飛ぶことがあ
ります。

・ご使用時には周囲の安全に十分ご注意くださ
い。また、作業者(機械の使用者)は対象物を
切断する側へ顔や手など身体が近づくような
姿勢を絶対にとらないでください。切断片が
飛んで負傷するおそれがあります。

・対象物を短かく切断する際に、切断の方向や対
象物の材質などの条件によっては、切断片が異
常に高く跳ねたり、強く飛んだりして負傷する
おそれがあります。本書の「操作方法」部分の
記述をよくお読みください。
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・コードを熱、油、薬品、角のとがった所に近づ
けないでください。

・コードが踏まれたり、引っ掛けられたり、無理
な力を受けて損傷することがないように充電す
る場所に注意してください。
感電やショートして発火するおそれがありま
す。

8. 無理な姿勢で作業をしないでください。
・常に足元をしっかりさせ、バランスを保つよう
にしてください。転倒してけがのおそれがあり
ます。

9. 充電工具は、注意深く手入れをしてください。
・安全に能率よく作業していただくために、刃物
類は常に手入れをし、よく切れる状態を保って
ください。損傷した刃物類を使用すると、けが
のおそれがあります。

・付属品の交換は、取扱説明書に従ってくださ
い。けがのおそれがあります。

・充電器のコードは定期的に点検し、損傷してい
る場合は、お買い求めの販売店または弊社営業
所に修理を依頼してください。感電やショート
して発火するおそれがあります。

・延長コードを使用する場合は、定期的に点検
し、損傷している場合には、交換してくださ
い。感電やショートして発火するおそれがあり
ます。

・握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、
油やグリースが付かないようにしてください。
けがのおそれがあります。

10.調節キーやレンチ等は、必ず取りはずしてくだ
さい。

・スイッチを入れる前に、調節に用いたキーやレ
ンチ等の工具類が取りはずしてあることを確認
してください。付けたままでは作動時に飛び出
して、けがのおそれがあります。

11.屋外使用に合った延長コードを使用してください。
・屋外で充電する場合、キャブタイヤコードまた
はキャブタイヤケーブルの延長コードを使用し
てください。

1. 作業場は、いつもきれいに保ってください。
・ちらかった場所や作業台は、事故のおそれがありま
す。

2. 子供を近づけないでください。
・作業者以外、充電工具や充電器のコードに触れさ
せないでください。けがのおそれがあります。

・作業者以外、作業場へ近づけないでください。け
がのおそれがあります。

3. 使用しない場合は、きちんと保管してください。
・乾燥した場所で、子供の手の届かない高い所ま
たは鍵のかかる所に保管してください。事故の
おそれがあります。

・充電工具やバッテリーを、温度が40℃以上に
上がる可能性のある場所（金属の箱や夏の車
内等)に保管しないでください。バッテリー劣
化の原因になり、発煙、発火のおそれがあり
ます。

4. 無理して使用しないでください。
・安全に能率よく作業するために、充電工具の能
力に合った速さで作業してください。
能力以上でのご使用は事故のおそれがあります。

・モーターがロックするような無理な使い方はしな
いでください。発煙、発火のおそれがあります。

5. 作業に合った充電工具を使用してください。
・小形の充電工具やアタッチメントは、大形の
充電工具で行なう作業には使用しないでくだ
さい。けがのおそれがあります。

・指定された用途以外に使用しないでください。
けがのおそれがあります。

6. きちんとした服装で作業してください。
・だぶだぶの衣服やネックレス等の装身具は、着
用しないでください。
回転部に巻き込まれるおそれがあります。

・屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑り止めの
ついた履物の使用をお勧めします。
すべりやすい手袋や履物はけがのおそれがあり
ます。

・長い髪は、帽子やヘアカバー等で覆ってくださ
い。回転部に巻き込まれるおそれがあります。

7. 充電器のコードを乱暴に扱わないでください。
・コードを持って充電器を運んだり、コードを引っ
張ってコンセントから抜かないでください。

　　注　意
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　　注　意
12.油断しないで十分注意して作業を行なってくだ
さい。

・充電工具を使用する場合は、取扱方法、作業の
仕方、周りの状況等十分注意して慎重に作業し
てください。軽率な行動をすると事故やけがの
おそれがあります。

・常識を働かせてください。非常識な行動をする
と事故やけがのおそれがあります。

・疲れている場合は、使用しないでください。事
故やけがのおそれがあります。

13.損傷した部品がないか点検してください。
・使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がな
いか十分点検し、正常に作動するか、また所定機
能を発揮するか確認してください。

・可動部分の位置調整および締め付け状態、部品
の破損、取付け状態、その他運転に影響を及ぼ
す全ての箇所に異常がないか確認してください。

・電源プラグやコードが損傷した充電器や、落と
したり、何らかの損傷を受けた充電器は使用し
ないでください。感電やショートして発火する
おそれがあります。

・破損した保護カバー、その他の部品交換や修理
は、取扱説明書の指示に従ってください。
取扱説明書に指示されていない場合は、お買い
求めの販売店または弊社営業所に修理を依頼し
てください。

・スイッチで始動および停止操作の出来ない充電
工具は、使用しないでください。
異常動作して、けがをするおそれがあります。

14.充電工具の修理は、専門店に依頼してください。
・サービスマン以外の人は本体、充電器、バッテ
リーを分解したり、修理、改造は行なわないで
ください。発火したり、異常動作して、けがを
するおそれがあります。

・本体が熱くなったり、異常に気付いた時は点検
修理に出してください。

・本製品は、該当する安全規格に適合しています
ので改造しないでください。

・修理は、必ずお買い求めの販売店または弊社営業
所にお申し付けください。修理の知識や技術のな
い方が修理しますと、十分な性能を発揮しないだ
けでなく、事故やけがのおそれがあります。
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各部の名称と仕様
■各部の名称

■  仕様
OMC-119DP-P
モーター 直流12VDC
バッテリー ニッケルカドミウム電池12V2.0Ah(1202A)

14分充電
ニッケル水素電池12V3.0Ah(1235A)
27分充電

外形寸法 299×111×260mm
質　　量 3.8kg
標準付属品 充電器(DC1439)、バッテリー(本体取付)、

専用工具一式、油圧オイル35cm3、
収納ケース537×469×156mm
油圧ホース1ｍ

オプション 延長油圧ホース3ｍ

OMC-119DP-SC
切断力 中央部5.8t(先端部2.0ｔ)

アングル40×40×t3mm
開口幅 72mm
外形寸法 290×140×81mm
質　　量 3.8kg

OMC-119DP-SP
拡張能力 先端部4.0t(中央部5.0t)
拡張幅 158mm
外形寸法 352×121×78mm
質　　量 5.4kg

OMC-119DP-BAR
切断力 7.2t

異形鉄筋16mm(5/8″)　SD295
フラットバー6×38mm　SS400

外形寸法 228×105×84mm
油圧ホース1.1m付

質　　量 5.2kg

アゴ 押えボルト 

A刃物 

S刃物 

ハンドル 

クサビ 
 

アーム 

ハサミ刃物 

注油口 シリンダー 

ホース 

キャップ 

キャップ 

キャップ 

キャップ 

キャップ 

バッテリー 

スイッチ 

リターンハンドル 

［ハサミカッター］ 

［スプレッダー］ 

［バーカッター］ 

［油圧ポンプ］ 

 

モーター 
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油圧ポンプ
交換可能バッテリー付きコードレスモーター、油圧発生部が一
体化された中心装置です。小型軽量のコードレスモーターと油
圧ポンプが内圧を発生させ、交換接続される先端工具（ハサミ
カッター、スプレッダー、バーカッター）のためのパワーユニッ
トとなります。したがって、先端工具は、この油圧ポンプと接
続されることによってはじめて機能をもちます。先端工具単体
では作動しません。

各部の用途
OMC-119DPは、これまでにない軽量小型のコードレス油圧救助用機材です。お使いいただく際のシステ
ムとしての組み合わせを以下に示します。

先端工具①＝ハサミカッター
ハサミ形状をした2枚の刃物の開閉により、自動車車体のピ
ラー、ステアリングホイール、車体板金部などを切断します(切
断能力＝ハサミ先端部2t，ハサミ中央部5.8t)。
前項の油圧ポンプとの接続方法は次の2通りあります。
１） 直接接続する＝「直結」＝一人で操作・作業ができる
２） 両端にカップリング接続部をもつ油圧ホースを仲介にして
間接接続する＝「ホース接続」＝油圧ポンプ側操作とハサ
ミカッター側作業により、二人で使う＝ハサミカッターを
より狭い空間へより深く差し入れて救助作業ができる

先端工具②＝スプレッダー
一対のスプレッダーアームの開閉により、自動車ドアや車体板
金の破壊と開放ができます。
また、開き能力（先端部開き力4t・最大開き幅158mm）を
利用し、災害などにより倒壊した建物からの救出活動にも用い
ることができます。
油圧ポンプとの接続方法は次の2通りあります。
１） 直接接続する＝「直結」＝一人で操作・作業ができる
２） 両端にカップリング接続部をもつ油圧ホースを仲介にして
間接接続する＝「ホース接続」＝油圧ポンプ側操作とスプ
レッダー側作業により、二人で使う＝スプレッダーをより
狭い空間へより深く差し入れて救助作業ができる

油圧ポンプ 

ハサミカッター 

スプレッダー 

バーカッター 

先端工具③＝バーカッター
事故車輌のフットペダルを主体に、D16(公称直径16mm)まで
の太さの鉄筋の切断もできます（切断能力＝7.2t）。
このバーカッターにははじめから専用油圧ホースが取り付けら
れており、このホースそのものはバーカッターから取りはずす
ことができません。油圧ポンプへの接続は、バーカッターの油
圧ホース先のカップリング部を油圧ポンプとつなぐ「ホース接
続」のみになります。アクセル・ブレーキペダルなどの切断時
の狭い空間への用途を考慮したためです。「ホース接続」＝油圧
ポンプ側操作とバーカッター側作業により二人で使う＝により、
バーカッターを狭い空間へ深く差し入れてペダル切断ができま
す。

　警　告
ハサミカッターは、鉄筋・ピアノ線などの無垢の硬い材料切
断はできません。また、センター（Ｂ）ピラー切断時には
シートベルト装置周辺のボルト類の場所では、刃物の折損の
おそれがあります。切断箇所にご注意ください。
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直接接続＝「直結」の場合の取り付け
先端工具を油圧ポンプへ取り付ける（接続する）際には、必ず、
その工具の作動部が始動前の状態にもどっていることを確認し
てください。
各工具の始動前の状態とは、
① ハサミカッターでは、ハサミ刃物が完全に開いた状態、　　
② スプレッダーでは、アームが完全に閉じた状態、
③ バーカッターでは、刃物が付いたカッターロッドが始点まで
完全にもどりきった状態です。

先端工具の取り付け・取りはずし方法

1. 先端工具、および油圧ポンプとも、カップリング保護のため
の黒いゴム製の「キャップ」をはずしてください。

2. 左図のように、先端工具のカップリング（オス）を油圧ポン
プのカップリング（メス）へ上下に立てるようにして接合部
をあわせてください。

3.「カチッ」という接続音がするまで押し込んで接続してくだ
さい。接続するときには、カップリングの両端が、できるだ
け垂直に接合するようにしてからゆっくりとまっすぐに押し
込んでください。

4. 確実に接続してから、必ず抜け止めのための「スリーブ」を
まわして、合わせ目のピン位置をずらしておいてください。

5. 接続後は、とりはずした両方の「キャップ」どうしをはめこ
んでください。手元でじゃまにならないように、2 つの
「キャップ」が１つになるように作られています。

直接接続＝「直結」の場合の取りはずし
先端工具を油圧ポンプから取りはずす(分離する)際には、必ず
その工具の作動部が始動前の状態にもどっていることを確認し
てください（始動前の状態については前項説明をご参照くださ
い）。
1. 油圧ポンプの「リターンハンドル」を指で引き、接続されて
いる先端工具の作動部を始動前の位置まで完全にもどしてく
ださい。

2. 接続部カップリングの「スリーブ」をまわして合わせ目のピ
ンを切り欠きにあわせてください。

3. 左図のように、両手で「スリーブ」を手前へ引いてください。
接続部から分離されます。

4. 先端工具、および油圧ポンプともカップリング保護のため、
必ず黒いゴム製の「キャップ」をかぶせてください。

　警　告
各先端工具と油圧ポンプの分離は、必ず平面で、あわてずに
おこなってください。
分離された先端工具が落下したり, 足元へ倒れたりして負傷
するおそれがあります。

　注　意
先端工具を交換する前に、必ず先端作動部が始動前の状態に
もどっていることを確認してください。
先端作動部が始動前の状態にもどっていない場合には、先端
工具内部の圧力が高いため、交換ができないことがありま
す。不注意に取りはずした場合は、高い圧力のため、次の接
続ができなくなることがあります。

（ハサミ刃物が開いた状態） 

（アームが閉じた状態） 

（カッターロッドがもどり 
　きった状態） 

カッターロッド 

アーム 

ハサミ刃物 

ハサミカッター 

スプレッダー 
 

バーカッター 

油圧ポンプ 

ピン 

ノッチ スリーブ 

ソケット 

ハサミカッター 

取り付け方 

油圧ポンプ 

キャップ 

ハサミカッター 

取り付け方 
カップリング部 
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油圧ホースによる接続＝「ホース接続」の場合の
取り付け
先端工具を油圧ポンプへ取り付ける（接続する）際には、必
ずその工具の作動部が始動前の状態にもどっていることを
確認してください。（始動前の状態については前項説明をご
参照ください）。

油圧ホースによる接続＝「ホース接続」の場合の
取りはずし
先端工具を油圧ポンプから取りはずす(分離する)際には、必
ずその工具の作動部が始動前の状態にもどっていることを
確認してください（始動前の状態については前項説明をご
参照ください）。
1. 油圧ポンプの「リターンハンドル」を指で引き、接続さ
れている先端工具の作動部を始動前の位置まで完全にも
どしてください。

2. 接続部カップリングの「スリーブ」をまわして合わせ目
のピンをノッチ（切り欠き）にあわせてください。

3. 左図のように、「スリーブ」を手前へ引いてください。
カップリングが分離されます。

4. 先端工具、および油圧ポンプともカップリング保護のた
め、必ず黒いゴム製の「キャップ」をかぶせてください。

スリーブ 
ホース 

スリーブ 

スリーブ 

スリーブ 

ソケット 

ソケット 

ソケット 

ノッチ 

ノッチ 

ピン 

ピン 

プラグ 

1
2

ソケット 

ソケット 

プラグ 

プラグ 

キャップ 

ホース 

キャップ 
油圧ポンプ 

ハサミカッター 

ハサミカッター 

ノッチ 
ピン 

スリーブ 

　警　告
各先端工具と油圧ポンプの分離は、必ず平面で、あわて
ずにおこなってください。
分離された先端工具が落下したり, 足元へ倒れたりして負
傷するおそれがあります。

　注　意
先端工具を交換する前に、必ずその工具の先端部が始動
前の状態にもどっていることを確認してください。
先端部が始動前の状態にもどっていない場合には、先端
ユニット内部の圧力が高いため、交換ができないことが
あります。不注意に取りはずした場合は、高い圧力のた
め、次の接続ができなくなることがあります。

1.先端工具、標準付属品である「接続用油圧ホース」、およ
び油圧ポンプとも、カップリング保護のための黒いゴム
製の「キャップ」をはずしてください。

2.まず先に、先端工具のカップリング（オス）へ、「接続用
油圧ホース」のメス側カップリングを「カチッ」という接
続音がするまで押し込んで接続してください。接続する
ときには、ゆっくりとまっすぐに押し込んでください。

3.接続後は、必ず抜け止めのための「スリーブ」をまわして、
合わせ目のピン位置をずらしておいてください。

4.次に、ポンプユニットのカップリング（メス）へ、「接続
用油圧ホース」のオス側カップリングを「カチッ」という
接続音がするまで押し込んで接続してください。接続す
るときには、ゆっくりとまっすぐに押し込んでください。

5.ホース接続後は、先端工具側と油圧ポンプ側の「キャッ
プ」どうしをはめこんでください。じゃまにならないよ
うに、2つの「キャップ」が１つになるように作られて
います。
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操作手順
1. 先端工具の「内圧解放ネジ」の穴へ付属の六角棒レン
チを差し込んでください。
「内圧解放ネジ」の位置は図のとおりです。
2. 六角棒レンチを時計回りと反対方向へまわして、ネジ
をゆっくりと少しずつゆるめてください。

3. ゆるむと同時に、ネジ穴から油圧オイルが少しずつ漏
れ出し、工具内部の圧力が急速に低下して内圧が下が
ります。

4. 内圧が下がりましたら、それ以上オイルがもれ出ない
ように、すぐにネジを時計回り方向へしっかりと締め
こんでください。そして油圧ポンプと接続し、先端工
具に残ったオイルを油圧ポンプへもどすために、先端
作動部が始動前の状態にもどるまでリターンハンドル
を引き続けてください。

バーカッター＝「ホース接続のみ」の取り付
け、および取りはずし
バーカッターを油圧ポンプへ取り付け（接続する）また
は、取りはずし(分離する)の際には、必ず刃物が取り付
けられたカッターロッド部が始点にもどっていることを
確認してください。
バーカッターにははじめから専用油圧ホースが取り付け
られており、このホースそのものはバーカッターから取
りはずすことができません。油圧ポンプへの接続は、
バーカッターの油圧ホース先のカップリング部を油圧ポ
ンプとつなぐ「ホース接続」のみになります。分離する
際も、油圧ポンプと接続した側のカップリング部からの
み分離します。
バーカッターの油圧ポンプへの接続および取りはずし方
法は、前項の、油圧ホースによる接続＝「ホース接続」の
場合をご参照ください。

「誤って分離してしまった場合の現場での処置」
先端工具を油圧ポンプから取りはずす(分離する)際には、
必ずその工具の作動部が始動前の状態にもどっているこ
とを確認してください。
誤って取りはずしてしまった場合には、無理に接続しな
おしたり、別の先端工具を無理に取り付けようとせずに、
下記の要領で復旧操作をおこなってください。

ホース 
バーカッター 

油圧ポンプ 

内圧解放ネジ 

内圧解放ネジ 

内圧解放ネジ 

ハサミカッター 1

スプレッダー 2

バーカッター 3

六角棒レンチ(M3)

点検作業時や訓練時等であれば、あらかじめ、もれ出
たオイルをふき取るためのウエス布などをご用意くだ
さい。

5. 各々の先端工具を油圧ポンプへ取り付けて、救助活動
時には、引き続きお使いいただくことができます。漏
出したオイル量はわずかですので、その場での製品の
作動に支障はありません。

6. 現場での救助作業などが終了後、署内にて、後述の
「作動油の補充方法」にしたがって、漏出した油圧オ
イル量ていどを油圧ポンプへ補充してください。

　注　意
1～4の操作をしないで他の先端工具と油圧ポンプを
接続して使用しないでください。油圧ポンプ内部の部
品が損傷することがあります。
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OMC-119DPでは、先端工具はこの油圧ポンプと接続さ
れることによってはじめて機能をもちます。先端工具単体
では作動しません。油圧ポンプの操作方法は、各先端工具
の操作方法と関連して説明します。以下は、油圧ポンプを
お使いいただく際の注意点です。

● 油圧ポンプには、過大な圧力が生じた場合にこれを開放
する「リリーフ弁機構」が内蔵されています。破壊・切
断・開口などの実際の作業中に「リリーフ弁」がはたら
くと、あきらかに作動音が変わりますで、ただちにス
イッチを放してください。

　注　意
リリーフ弁が作動し作動音が変化したら、ただしにス
イッチを放してください。　　
リリーフ弁が作動しているにもかかわらず、長くスイッ
チを引き続けますと、モーターおよびスイッチへの負担
が生じ、燃損・短絡（ショート）が起きることがあり危
険です。

油圧ポンプの操作上の注意

X 2

油圧ポンプ 

スイッチ 

バッテリー 1235A

連続使用は２個まで 

● 油圧ポンプは、コードレスモーターと、油圧を発生させ
るポンプ部が合体した装置です。コードレスモーターと
しての性質上、その連続作業時間は50～60分以内に
とどめてください。

● バッテリーを交換しての連続使用は、2個までにとどめ
てください。

　注　意
長時間の連続使用はモーター燃損の原因となりますの
で、必ず連続使用時間およびバッテリー交換による連続
使用の制限を守ってください。
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ハサミカッターの操作方法
油圧ポンプの「スイッチ」と「スイッチロック」について
1. 図のように、油圧ポンプのモーター部「裏面」側からスイッ
チロックを押してください。スイッチはロック解除されて、
引き金式スイッチを引くことができます。

2. 図のように、油圧ポンプのモーター部「表面」側からスイッ
チロックを押してください。スイッチはロック固定されて、
引き金式スイッチは動きません。

　警　告
モーター部へバッテリーを挿入する前に、必ず引き金式ス
イッチを何度か引いて、指を放せばスイッチが元へもどるこ
とを確認してください。
正しく元へもどらない場合には、事故の原因となるおそれが
あります。大変に危険ですので、ただちに使用をやめ、当社
へ修理をご用命ください。

　警　告
モーター部スイッチは、お使いにならない時や、先端工具を交
換する時、操作者が交代するために手渡す時には、安全のため
に、必ずスイッチロックをロックしておいてください。
ロックを怠りますと不意に作動するなどして、事故の原因とな
るおそれがあります。

操作法法
1. ハサミカッターと油圧ポンプの取り付け、取りはずしは、先
端工具の取り付け・取りはずし方法をご参照のうえ、必ず注
意事項を守っておこなってください。

2. ハサミカッターの左右どちらか使いやすい側へ「ハンドル」
をネジ込みして取り付けてください。「直結」および「ホース
接続」などの使用状況により、このハンドルは、取りはずし
てお使いいただくこともできます。

3. 切断する対象物に、ハサミカッターのハサミ刃物部を当てて
セットしてください。このとき、対象物に対して刃物ができ
るだけ直角に当たるようにしてください。

　警　告
無垢の硬い対象物（ピアノ線、鉄筋など）は、ハサミカッターでは絶
対に切断しないでください。
刃物の欠けや割れによる重大な事故の原因となり大変に危険です。

4. 左図の「スイッチロック」を解除してください。
5. 油圧ポンプのモーター部スイッチを引くと刃物が閉じて対象
物を切断します。スイッチを放した任意の位置で刃物は作動
を停止し、その状態を保持します。

6. 油圧ポンプの「リターンハンドル」を指で引き続けると、「ハ
サミ刃物」は始点まで開いてもどります。「リターンハンド
ル」の引き具合で、任意の位置（途中など）で刃物の開きを
止めることもできます。

　警　告
ハサミカッターを使って対象物を切断する際に、ハサミ刃物
の性質上「刃物の倒れ」が生じることがあります。
倒れが45度以上にならないうちに作動を止めて、いったん始
動前の状態へもどして、切断箇所を変えて試みるなどしてく
ださい。人力で刃物の倒れを支えることはできません。絶対
に無理をしないでください。
倒れるままにさらに切断を続けると刃物が折損し、破片が飛
び、重大な事故の原因となります。

ハンドル 

スイッチロック「解除」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 

スイッチロック「解除」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 

スイッチロック「ロック」 

本体 

 裏面 

表面 
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ハサミ刃物の交換の手順＝取りはずし方
1. スイッチを引いてハサミカッターを作動させ、二枚のハサ
ミ刃物の先端が5ｍｍほどの距離まで近づいたところで停
止してください(左図参照)。

2. 油圧ポンプのモーター部から「バッテリー」を引き抜く
か、「スイッチロック」をロック状態にしてください。

　警　告
刃物を交換する作業の前に、必ずバッテリーを抜くか、ま
たはスイッチ部の「スイッチロック」をロック状態にして
ください。
不意にモーターが起動し、不慮の事故の原因となり大変に
危険です。

Uナット 

刃物ピン 

アゴカバー 

5m
m

ハンドル 

ハサミ刃物 

リンク 

ハサミ刃物 

リンク 

リンクピン 

＊右側を外す場合の 
　リンクピンは下面 
　より引き抜く。 

3.  図のように、刃物を交換する前に、アゴカバーの先端を
モーター外側へめくり、3ヶ所の「Ｕナット」をゆるめ「刃
物ピン」を抜いてください。

4.  二枚のハサミ刃物を両手で左右に開いてください。

5.  図のように「ハサミ刃物」が開いた状態になると、内部
の「リンクピン」が見えてきますので、これを抜いてくだ
さい。ハサミ刃物を取りはずすことができます。

スイッチロック「ロック」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 

刃物の交換方法
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取り付け方
1. 図のように、穴が見える位置まで「リンク」を引き出
しておいてください。

2. 交換する新しい「ハサミ刃物」の穴を合わせて、「リ
ンクピン」を差し込んでください。
このとき、「ハサミ刃物」の二枚が交差する面と「リ
ンクピン」にはあらかじめ市販のグリースを適当量塗
布してください。

　注　意
「リターンハンドル」を引き続けても、「ハサミ刃
物」が確実に始点まで開かない場合は、3.の
「Ｕナット」の締め付けが強すぎますので、締め付け
の具合を調整してください。

6. 残り2箇所の「刃物ピン」と「Ｕナット」を取り付け
て固定してください。

7. 5.と同じ確認と締め付け調整をおこなってください。

ハサミ刃物 

リンク 

リンクピン 

＊右側を取付ける 
　場合のリンクピ 
　ンは下面より差 
　し込む。 

Uナット 

刃物ピン 

この切り込み面を 
上にする 

Uナット 

刃物ピン 

3.  刃物を交差させながら、中央の穴に合わせて「刃物
ピン」を差し込みますが、図のように、四角形の切り
込みのある面を上にして「刃物ピン」を差し込み、反
対側で「Ｕナット」で固定してください。

4. 「油圧ポンプ」へ「バッテリー」を差し込み、「スイッ
チロック」を解除します。

5. 「スイッチ」と「リターンハンドル」を操作して、交
換したばかりの「ハサミ刃物」が良好に開閉作動する
ことを確認してください。
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　警　告

　警　告

　警　告

スプレッダーの操作方法
油圧ポンプの「スイッチ」と「スイッチロック」について
1. 図のように、油圧ポンプのモーター部「裏面」側からスイッチロック
を押してください。スイッチはロック解除されて、引き金式スイッチ
を引くことができます。

2. 図のように、油圧ポンプのモーター部「表面」側からスイッチロック
を押してください。スイッチはロック固定されて、引き金式スイッチ
は動きません。

モーター部へバッテリーを挿入する前に、必ず引き金式スイッチを何度
か引いて、指を放せばスイッチが元へもどることを確認してください。
正しく元へもどらない場合には、事故の原因となるおそれがありま
す。大変に危険ですので、ただちに使用をやめ、ご購入の販売店へ修
理をご用命ください。

モーター部スイッチは、お使いにならない時や、先端工具を交換する
時、操作者が交代するために手渡す時には、安全のために、必ずス
イッチロックをロックしておいてください。
ロックを怠りますと不意に作動するなどして、事故の原因となるおそ
れがあります。

操作方法
1. スプレッダーと油圧ポンプの取り付け、取りはずしは、先端工具の取
り付け・取りはずし方法をご参照のうえ、必ず注意事項を守っておこ
なってください。

2. スプレッダーの、2ヶ所の「ハンドル」取り付け穴の使いやすい位置
へ「ハンドル」をネジ込みして取り付けてください。「直結」および
「ホース接続」などの使用状況により、このハンドルは、取りはずし
てお使いいただくこともできます。

3. 破壊・開口する対象物のきっかけとなる隙間（すきま）に、スプレッ
ダーの先端を差し込んでください。きっかけとなる隙間が小さ過ぎ
て、スプレッダーの先端がすべってはずれてしまう場合には、バール
などで隙間を広げてください。通例では、10ｍｍていどの空間があ
ればスプレッダーの先端はかかります。

参　考：いったんスプレッダーの最先端部をかけて、後述の操作方法にし
たがって作動させ、開口部をより大きくしてから、しだいに深く差し込
みながらお使いください。「スプレッダーアーム」の先端から奥へかけ
るほど破壊・開き力は増大します。

ハンドル 

スプレッダーの先端部は、均等に力がかかるように、できるだけまっすぐ
に対象物へ差し込んでください。
スプレッダーの先端を斜めに“片掛け”して使用すると、先端部が折損し
て飛ぶことがあり、大変に危険です。

4. 左図の「スイッチロック」を解除してください。
5..  油圧ポンプのモーター部「スイッチ」を引くと「スプレッダーアー
ム」が開き、対象物を破壊・開口します。「スイッチ」を放した任意
の位置で作動は停止し、その状態を保持します。

6. 「スイッチ」から指を放し、油圧ポンプの「リターンハンドル」を引
き続けると、開いていた「スプレッダーアーム」は閉じて完全に始点
までもどります。「リターンハンドル」の引き具合で、任意の位置（途
中など）で開きを止めることもできます。

スプレッダーアームの交換について
「スプレッダーアーム」は、使用期間および使用状態による交換が必要な
消耗品ではなく、また、万一の破損などにより交換が必要な場合にも、お
客様による交換作業はできません。必ずご購入いただいた販売店へ
「メーカーによる補修」をご用命ください。また、訓練、実際の救助出動
でのご使用後に、外観上の損傷や変形が発見された場合には、いったん
ご使用をやめて直接弊社へお問い合わせご相談ください。

スイッチロック「解除」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 

スイッチロック「ロック」 

本体 

 裏面 

表面 

スイッチロック「解除」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 
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　警　告

　警　告

　警　告

バーカッターの操作方法
油圧ポンプの「スイッチ」と「スイッチロック」について
1. 図のように、油圧ポンプのモーター部「裏面」側からスイッチロッ
クを押してください。スイッチはロック解除されて、引き金式ス
イッチを引くことができます。

2. 図のように、油圧ポンプのモーター部「表面」側からスイッチロッ
クを押してください。スイッチはロック固定されて、引き金式ス
イッチは動きません。

モーター部へバッテリーを挿入する前に、必ず引き金式スイッチを何
度か引いて、指を放せばスイッチが元へもどることを確認してくださ
い。
正しく元へもどらない場合には、事故の原因となるおそれがありま
す。大変に危険ですので、ただちに使用をやめ、ご購入の販売店へ修
理をご用命ください。

モーター部スイッチは、お使いにならない時や、先端工具を交換す
る時、操作者が交代するために手渡す時には、安全のために、必ず
スイッチロックをロックしておいてください。
ロックを怠りますと不意に作動するなどして、事故の原因となるお
それがあります。

操作方法
1. バーカッターと油圧ポンプの取り付け、取りはずしは、先端工具の
取り付け・取りはずし方法をご参照のうえ、必ず注意事項を守って
おこなってください。

2. 車輌のフットペダルや鉄筋など、切断しようとする対象物を、刃物
に対してできるだけ直角に当たるようにセットしてください。そし
て、切断する対象物は、必ず刃物と刃物の間に十分に深くセットし
てください。

対象物が浮き上がった状態などで、刃物の上部だけに切断の負担をかけ
るような使い方は絶対におやめください。　
刃物が折損し飛散することで、けがをともなう重大な事故の原因となり
大変に危険です。

3. 切断する対象物の太さ＝直径にあわせて、必ずバーカッターの「押
えボルト」の位置を調節してください。切断する対象物の太さ＝直
径にあわせて、バーカッターの「押えボルト」の位置を調節してく
ださい。「押えボルト」の頭部が対象物をささえて、切断時にも刃
物に対して直角を保つ機能をもちます。

　警　告
刃幅をこえて、切断口の刃物の高さからはみ出す寸法の対象物は絶対に
切断しないでください。
刃物が折損し飛散することで、けがをともなう重大な事故の原因となり
大変に危険です。

押えボルト 

対象物 

対象物 

対象物 

スイッチロック「解除」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 

スイッチロック「ロック」 

本体 

 裏面 

表面 
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4. 「スイッチロック」を解除してください。
5. 油圧ポンプのモーター部スイッチを引くと、刃物が取り付
けられた「カッターロッド」が前進して対象物を切断しま
す。

6. 切断後は、油圧ポンプの「リターンハンドル」を指で引き
続けると、刃物が取り付けられた「カッターロッド」は始
点までもどります。完全に始点までもどりきるまで、「リ
ターンハンドル」を引き続けてください。

参　考：
「バーカッター」は特に、事故車輌から乗員を救出する際に
しばしば必要となるフットペダルの切断を意図して設計さ
れています。衝突変形により空間が狭くなってしまった
フットペダル周辺でも使用できるように、あえて、「ホース
接続」になっています。空間へ差し入れる先端工具部の体積
を小さくできるためです。
フットペダル切断に用いる場合には、バーカッターをフッ
トペダルの帯板状のステイに、さかさまに伏せて上からか
ぶせるようにセットしてご使用ください。

1.  油圧ポンプのモーター部から「バッテリー」を引き抜く
か、「スイッチロック」をロック状態にしてください。

2.  バーカッターの刃物は、
①「Ａ刃物＝固定されて動かないアゴ側」および、②「Ｓ
刃物＝前進後退するカッターロッド側」です。
それぞれ固定している六角穴付ボルトとワッシャーをゆる
めて取りはずし、新しい刃物と交換してください。図を参
照のうえ、Ｓ刃物の取り付け方向に注意してください。

　警　告
刃物を交換する作業の前に、必ずバッテリーを抜くか、ま
たはスイッチ部の「スイッチロック」をロック状態にして
ください。
不意にモーターが起動し、不慮の事故の原因となり大変に
危険です。

　警　告
刃物に「折損」、「刃こぼれ」、「亀裂」、「ゆがみ」が
発見された場合には、ただちに新しい刃物と交換してくだ
さい。刃物は「Ｓ刃物」と「Ａ刃物」をセットで交換して
ください。
破損や変形のある刃物を使い続けますと、突然に破壊・飛
散することで、重大なけがをともなう事故の原因となり大
変に危険です。

3. もとどおり、六角穴付ボルトをしっかりと締めこんで刃物
を固定してください。また、定期的に六角穴付ボルトは増
し締めをし、刃物に外観上の損傷や破損がないことを確認
してください。

バーカッター刃物の交換の手順
外観上で、刃物に「折損」、「刃こぼれ」、「亀裂」、「ゆがみ」
が発見された場合には、ただちに使用をやめ、新しい刃物と
交換してください。

A刃物 

S刃物 

六角穴付ボルト 

六角穴付ボルト 

ワッシャー 

ワッシャー 

スイッチロック「解除」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 

スイッチロック「ロック」 

リターンハンドル 
スイッチ 

本体 

 裏面 

表面 
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作動油の補充方法
ハサミカッター、スプレッダー「直結」の場合
作動油の確認と補充は2～3ヶ月に一度おこなってください。
作動油の補充は、機械をクールダウンしてからおこなってください。
① 油圧ポンプに先端工具を取り付けます。
② スイッチにより「インチング（スイッチを小刻みに操作し少しずつ動
かすこと）操作」をおこなって、先端工具の動きがストロークいっぱ
いまでに達したところ（ハサミカッターは閉じきったところ、スプ
レッダーは開ききったところ）で止めてください。ストロークいっぱ
いまで作動すると作動音がはっきりと変わりますので、この音も目安
にしてください。

　注　意
はじめからスイッチをいっぱいに引いて作動させると、機械内部に
残った空気と油が一気に混合されて気泡状態になり、その後の作動油
の補充作業が困難になってしまうため、「インチング操作」をおこ
なってください。
また、現場や訓練での使用直後などは作動油も高温になって気泡を生
じていますので、いったんクールダウンしてから補充作業をおこなっ
てください。

③ 先端工具を上にして機械を立ててください。
④「リターンハンドル」を引き続けて油圧を解放し、先端工具の作動部
を始動前の状態へもどします（ハサミカッターは刃物を開き、スプ
レッダーはアームを閉じる）。この過程で、機械内部に空気があれば、
液体の中を空気が上がって出てくる音がはっきりと聞こえます。

⑤ 油圧ポンプを床に置き、「注油口」のボルトをはずし、内側にできた
空間を油で満たしてください。目安として、注油口内径ネジ部の中間
ていどの水準まで補充してください。

⑥ 次に、ゆっくりと先端工具側を上にして45度ていどまで傾けて起こ
し、さらに内部の空気を注油口から抜き、空間が見えるようなら油を
補充してください。

⑦ 注油口のボルトを「手締め」ていどに締め込み、②～⑥を繰り返して
ください。注油口から見える空間がなくなるまで繰り返してくださ
い。

⑧ 最後に、注油口のボルトを工具で緩まない程度に締め込んでくださ
い。
注意：強く締めすぎるとネジ部が破損することがありますので注意し
てください。

バーカッター「ホース接続」の場合
作動油の補充は、機械をクールダウンしてからおこなってください。
① 油圧ポンプにバーカッターを取り付けます。
② スイッチにより「インチング（スイッチを小刻みに操作し少しずつ動
かすこと）操作」をおこなって、カッターロッドの動きがストローク
いっぱいまでに達したところで止めてください。ストロークいっぱい
まで作動すると作動音がはっきりと変わりますので、この音も目安に
してください。

油圧ポンプ 

キャップ 

ハサミカッター 

リターンハンドル 

先端部を上にする 

リターンハンドル 

　注　意
はじめからスイッチをいっぱいに引いて作動させると、機械内部に
残った空気と油が一気に混合されて気泡状態になり、その後の作動油
の補充作業が困難になってしまうため、「インチング操作」をおこ
なってください。
また、使用直後などは作動油も高温になって気泡を生じていますの
で、いったんクールダウンしてから補充作業をおこなってください。
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③ バーカッターを下にして油圧ポンプを持ち上げ、油圧ホース
がほぼ垂直になるようにしてください。

④「リターンハンドル」を引き続けて油圧を解放し、バーカッ
ターの刃物が付いたカッターロッドを始点へもどしてくださ
い。この過程で、機械内部に空気があれば、液体の中を空気
が上がって出てくる音がはっきりと聞こえます。

⑤ 油圧ポンプを床に置き、「注油口」のボルトをはずし、内側に
できた空間を油で満たしてください。目安として、注油口内
径ネジ部の中間ていどの水準まで補充してください。

⑥ 次に、ゆっくりと油圧ポンプのカップリング側を上にして
45度ていどまで傾けて起こし、さらに内部の空気を注油口
から抜き、空間が見えるようなら油を補充してください。

⑦ 注油口のボルトを「手締め」程度に締め込み、②～⑥を繰り
返してください。注油口から見える空間がなくなるまで繰り
返してください。

⑧ 最後に、注油口のボルトを工具で緩まない程度に締め込んで
ください。
注意：強く締めすぎるとネジ部が破損することがありますの
で注意してください。

ハサミカッター、スプレッダーで「ホース接続」の場合
作動油の補充は、機械をクールダウンしてからおこなってくだ
さい。
ハサミカッターおよびスプレッダーを「ホース接続」した場合
の作動油の補充方法は、バーカッター「ホース接続」の場合
をご参照ください。

作動油（オイル）を補充する際は、「　　　　純正油圧オイル＃46」をご用命いただくか、市販品とし
て「新日本石油（エネオス）製スーパーハイランド＃46」、または「耐摩耗性作動油＃46」をご指定く
ださい。上記以外の油脂類は不適当で、製品のパッキンその他を損傷するおそれがありますので、お使
いにならないでください。
※46は国際規格におけるオイルの粘度表示です。

補充用オイルについて

ホース 

油圧ポンプ 

先端部を下にする 

リターンハンドル 

バーカッター 

本製品は油圧式機材のため、内部に樹脂製のシール・パッキン類を使用しています。
それらの経年変化のよる機材の能力低下の防止のために、5年程度でのオーバーホールを推奨いたしま
す（有料）。

機材のオーバーホールについて
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・DC1439はバッテリー専用の急速充電器です。他
の目的に使用しないでください。

・新品や長期間使用されなかったバッテリーは、１
回の充電で満充電にならないことがあります。
このようなときは、使用・充電を２～３回繰り返
してください。

・使用直後のバッテリーや直射日光の当たる場所に
長時間放置したバッテリーを充電されますと充電
表示ライトが「赤」の点滅を繰り返す場合がありま

す。このようなときはバッテリーの温度が下がる
と充電を開始します。

・充電開始後、充電表示ライトが「赤」、「緑」の
交互点滅を繰り返し、電子ブザーが「ピッピッピ」
と約20秒鳴った場合はバッテリーの寿命またはゴ
ミづまりで充電できません。

・DC1439にてバッテリーを連続で充電される場合
は、充電時間が長くなることがあります。
15分以上の間をあけてご使用ください。

バッテリーの充電について
・ご使用前にバッテリーを急速充電器で充電してください。
・ニッケルカドミウムバッテリーを取り出すときは、前側
のセットプレートをはずし、バッテリーをしっかり保持
して取り出してください。

・ニッケル水素バッテリーを取り出すときは、両側のセットボタ
ンを押し、バッテリーをしっかり保持して取り出してください。

・急速充電器のプラグを100ボルトの電源に差し込んでください。
充電表示ライトは「緑」の点滅を繰り返します。

・バッテリーを急速充電器に挿入してください。挿入は
に注意し充電器の挿入ガイドにそって充電器の底に

あたるまで入れてください。
・バッテリーを挿入しますと充電表示ライトが「赤」に点灯
し充電を開始します。
充電が完了すると充電表示ライトが「緑」の点灯に変わり
電子ブザーが「ピー」と約5秒鳴ります。
・充電が完了しましたら、バッテリーを機械に差し込んでください。

〈充電時間〉

ご注意

バッテリー（ニッケルカドミウム・ニッケル水素）について
この製品は充電式バッテリーモーターを採用しております。バッテリーにつきましては、以下のような「残
容量表示機能」と「容量劣化チェック機能」を備えています。
●「残量表示機能」について
バッテリーの表示ボタン○を押すことで、表示部分
のランプが約3秒間点灯してバッテリーの残容量を
表示します。蓄電量の残りが一目でわかります。日
常メンテナンス時にも必須の機能です。

●「容量劣化チェック機能」について
バッテリーの表示ボタンを10秒間以上押し続けて
ください。まずバッテリーの残容量を表示していっ
たん消えますが、そのまま表示ボタンを押し続けま
すと、劣化状態を約3秒間表示します。表示ランプ
の点灯が3個以下の場合は、バッテリーの寿命です。
交換の目安としてください。日常メンテナンス時に
も必須の機能です。
●バッテリーの管理について
平時は機材の使用後に追い充電をおこなって管理し
ますが、バッテリー自体の自然放電もあるため、機
材を使用していない場合でも月に２～３回の充電を
おこなって下さい。
追い充電を繰り返しおこないますと、メモリー効果
（バッテリー内部に不活性な部分が生じ、本来の容
量の能力を得られないこと）が起きてフル充電でき
なくなることがあります。このような場合のバッテ
リーのリフレッシュのために、別売りの放電用蛍光
灯（ML122）をお勧めします。

表示ランプ 残　容　量
● ● ● ● ● 80％～100％
● ● ● ● ○ 60％～   80％
● ● ● ○ ○ 40％～   60％
● ● ○ ○ ○ 20％～   40％
● ○ ○ ○ ○ 10％～   20％
● の 点 滅 　    0％～   10％

「表示の見かた」

バッテリー 1202A（ニッカド）
14分
1235A（ニッケル水素）
27分

急速充電器　DC1439

バッテリー　1202A
1235A

バッテリーチャージャ－　DC1439

バッテリー 

バッテリー 
充電表示ライト 

「バッテリー」の更新交換の時期
この製品のバッテリーの耐用年数は、ユーザー様ごとの使
用頻度や管理状態により違いがありますが、消防分野にお
ける業務の実績では30ヶ月～36ヶ月にて充電回数寿命を
迎えます。あらかじめ、更新を計画としてご準備くださいま
すようお願いいたします。
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※ バッテリーを差し込んで、一般作業の用途に使える持ち運 

 　びに便利なコードレス蛍光灯です。お使いのバッテリーが 

　「メモリー効果」 により充電しにくくなった場合や、残量 

　 表示と実際の使用感覚が明らかに不一致だと感じる場合な 

 　どにのみ、訓練や出場でご使用後すぐ充電をせずに、この 

　 蛍光灯にバッテリーを差し込んで点灯させておいてくださ 

 　い。そのバッテリー内の残量によりますが、数時間点灯し 

　 続けますので、照明器具として車庫・作業場で放置いただ 

 　くなり、署内での一般作業などにお使いいただいても結構 

　 です。自然に消灯しましたらバッテリーを取り外して、バ 

 　ッテリー自体の温度が下がりましたら充電器にセットして 

　 充電してください。この蛍光灯によって放電させることで、 

 　バッテリーの過放電をさけて完全放電をおこない（メモリ 

　 ー効果を消去し、残量表示も復旧し）、再び最適な満充電 

 　ができるようになります。平時は、症状を感じた場合、ま 

　 たは、2～3ヶ月に一度ていどこの蛍光灯をお使いいただく 

 　ことを推奨いたします。 

 

 

　　（マキタ製12Ｖ用ＭＬ122および18Ｖ用ＭＬ183）※ 

● 12Ｖバッテリーには「残量表示」がついていますので、これを目安に、上記のように充電時に満充電しにくくな 
　 った場合などには、12Ｖ用ＭＬ122放電蛍光灯をお勧めします。 
● 18Ｖバッテリーの場合は「残量表示」機能がありませんので、特にバッテリーの持続時間＝機械の作動時間が短 
 　くなってしまった場合などには、18Ｖ用ＭＬ183放電蛍光灯をお勧めします。　 

「オプション」 

注　意 
いったん消灯後に、バッテリーを蛍光灯へ取り付けなおしてしまいますと、再び点灯しますが、この状態ではい 
わゆる「過放電」してしまいます。いったん消灯後は、バッテリーを充電器で充電してください。こうした手順 
により、「最適な放電～最適な満充電」が得られます。 
 

バッテリー放電用蛍光灯（12Ｖ用）　ＭＬ122　定価：　3,500円　 

これらの蛍光灯は、上記の型番にて「充電式蛍光灯」として、最寄りの「マキタ販売店」にて 
お求めいただくこともできます。 

バッテリー放電用蛍光灯（18Ｖ用）　ＭＬ183　定価：　4,200円　 
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